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●子ども・子育て支援の社会資源をつなぐ
●地域の中で人と人がつながり支えあう関係づくりを進める各種取組みを応援。

＜関わる組織・委員会など＞

＊関東学院大学・東京家政大学非常勤講師

＊神奈川県総合計画審議会計画k推進評価部会委員

＊かながわ協働推進協議会副座長

＊神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク世話人

＊かながわ生徒若者支援センター運営委員（高校内居場所カフェネットワーク）

＊NPO法人子育てひろば全国連絡協議会役員

＊横浜コミュニティカフェネットワーク世話人

  
米田佐知子 自己紹介



お話したいこと

１ 子どもの居場所活動の意義

２ コロナ禍の中での子ども達



全国のこども食堂数（把握されている限り）

神奈川県
381カ所

全国こども食堂支援センターむすびえ調査



「こども食堂」
子どもが1人でも来られる場所で、

地域の人が、

無料・低額で食事を提供している



こども食堂以前からある
「子どもの居場所」・「一緒に食べる」活動

子どもの「生きる力」を育むもの

食べる・学ぶ・遊ぶ
社会とのつながり

ながら相談



様々な子ども支援・子どもの居場所活動・事業

●「こども食堂・地域食堂」

●「学習支援活動」

●「冒険遊び場（プレイパーク）」

●外国につながる子どもの「母語教室」「学習支援活動」

●不登校・ひきこもりや障がいのある子どもの「フリースペース」

●「コミュニティカフェ」「地域交流拠点」

●障がいのある子どもの「放課後デイサービス」

●学童保育

●児童館、公民館

●学校内での居場所活動（「校内居場所カフェ」）

など



子どもの育ちを支える活動

地域・学校コミュニティ

健全育成 多様な課題・事情
×

テーマコミュニティ

課題の多様化・複雑化



３つの「子どもの貧困」

こどもの居場所活動の背景

経済的な貧困

関係性の貧困

経 験の貧困

つながり・居場所

食育・体験

措置・早期支援



子どもが育つには
多様なひとの関わりが必要

親・先生
地域

ともだち

「普通」の
おじちゃん、おばちゃん

異年齢の多様な人と過ごす子どもは1割以下
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図 一緒に遊ぶ人数別幸福感
（p<0.5）

図 遊ぶ場所の選択数別幸福感
（p<0.1）

平成22年厚生労働省「小学高学年の生活実態及び意識将来への期待についての調査研究」結果概要

子どもの場や人の繋がりの “選択肢”を増やすことの重要性

―多様な遊び・多様な遊び場所を持っている子どもほど幸福感が高い
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子どもの声は
騒音？





調査期間：2021年2月19日～3月31日国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回



調査期間：2021年2月19日～3月31日国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回



調査期間：2021年2月19日～3月31日国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回



調査期間：2020年5月15日～6月6日国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回



国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回 調査期間：2021年2月19日～3月31日



国立成育医療研究センター コロナ×こどもアンケート第５回 調査期間：2021年2月19日～3月31日



要保護児童
要支援児童

心配な児童
その他の児童

児童相談所などの専門機関
児童養護施設

子ども会など地縁の活動
児童健全育成活動

冒険遊び場(プレーパーク）

こども食堂

措置型 居場所型 体験型

困難のキャッチ・早期ケア

子ども支援のどの部分を担うのか

学習支援

フリースペース

©子どもの未来サポートオフィス

小中学校

主任児童委員



選べるほど沢山

生活圏

サービス・
公的支援

ポイントは自発性・多様性

持ち寄り

出入り自由
ゆるいつながりほっとできる居場所

©子どもの未来サポートオフィス



「子どもを気にかける大人」の
つながりづくり

顔見知りを増やす



子どもの課題の多様化・複合化

点から面へ～連携・チームで対応



まちで育てる
地域のモノ・ヒトが
子育てに活きる

まちで育つ
まちのモノ・ヒト・コトと
子どもがつながる

まちが育つ
子どもと共に、
まちが豊かに
育っていく

まちが育てる
「まちの子ども」に
関心をもつ人が
地域に増えていく

愛着の形成

誰もが
生きやすい
まちに

まちで

子どもを

育てよう

まち保育

子どもが当たり前に
持っていていいはずのもの
こどもの権利として・・・



こんな社会だったら…

「だんだん」

近藤博子さん
作成


